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概 要 

 

大阪市立科学館には、年間約７０万人の来館者がある。その中で大きなウェイトを占めているのが、遠

足や校外学習で訪れる小学校や中学校の団体である。このような小・中学校団体が、科学館をより有効

的に利用するためには、見学の目的を明確にするとともに、実際に学校で学んでいることと展示物の内

容との関連付けが不可欠である。そこで、引率の先生が、事前に科学館の展示品についてよりよく知るこ

とができ、さらにその内容を子どもたちに伝え、活用してもらうための「学年別展示案内」を作成した。 

 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに         

大阪市立科学館は、天文学、化学、物理学を扱う

科学系博物館である。展示場とプラネタリウムがあり、

プラネタリウムでは、一般投影のほかに、学習指導要

領に沿った内容の学校団体向けの「学習投影」も行っ

ている。 

展示場は、１階から４階までの４フロアに、合計 200

点の展示物を常設で置いている。歴史的資料を展示

した静的展示に加え、数多くの、触れたり動かしたりで

きる可動展示（動的展示、ハンズオンなどとも言う）が

ある。可動展示では、見学者自らの積極的な操作によ

り、科学的な現象を目の前 で確認し、歴史的発見の

追体験ができるように工夫している。 

 

写真１．学校団体が集中する時期・時間には展示場

は大混雑。さわることもじっくり考えることも難しい。 
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ところが、学校団体で訪れる子どもたちの多くは、現

象を観察することよりも、展示物を動かすことが目的に

なってしまっていることが多く、また引率する教員も、連

れてくることそのものが目的になってしまっていたりと、

学校団体で訪れた子どもたちの、展示場での学習効

果の低さは、かねてより憂慮していた課題であった。ま

た、「科学館がどのような施設であるか」という目的が子

どもたちにはっきりと伝わっていないせいか、走ったり

大きな声を出したり遊んだりと、マナーの低下さえも引

き起こしているように見受けられる。 

著者のひとりである寺田は、大阪市教育委員会によ

る教員研修制度である「大阪市教員長期社会体験研

修」により、２００６年１０月～２００７年３月の６ヶ月間、

大阪市立科学館で研修を受講した。研修中、学校団

体で訪れた子どもたちに科学館の感想を聞くと、その

ほとんどが「おもしろかった」、「楽しかった」というもので

あった。また、子どもの行動を観察していると、展示場

ではほとんどの学校が自由行動としており、展示品を

時々触ったりしながら、文字どおり駆け足で通り過ぎて

いく、といった様子だった。つまり、一つ一つの展示品

をじっくりと興味深く観察したり、原理を考えたりという

本来の目的には到底達していなかった。「おもしろい」、

「楽しい」という反応は、日常空間（学校）から離れた場

所に出かけ、友達と一緒に遊んだり、追いかけ合いを

したり、ということがその理由となっているようである。こ

のような体験は、わざわざ科学館に来なくてもできるこ

とであり、学校の授業の一環として科学館に来るメリッ

トがないというのが率直な感想であった。 

しかし、このような状況に至った理由として、子どもた
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ちを責めるわけにはいかないだろう。科学館からの情

報がもっとたくさんあれば、さらに、学校や教員との連

携・準備が十分にできれば、状況は良いほうに向かう

であろうということは容易に想像できるものだった。 

このような状況の中、いったいどのようにすれば子ど

もたちの心 （頭 ）に「科 学 館 でこんなことを勉 強 した」

「科学はおもしろい」ということを残すことができるのか、

これが展示場における学校と博物館との連携における

課題であると考え、教員長期社会体験研修での取り

組みの一つとして、「展示場 学年別展示案内」を作

成することとした。 

    

２２２２．．．．手段手段手段手段    

２-１．「学年別展示案内」作成に至るまでの経緯 

当館がこれまで展示場についての情報として提供し

てきたものの例を挙げると、①学芸員・展示解説ボラン

ティアによる解説、②ホームページでの全展示物の簡

単な解説、③ガイドブック、④クイズラリー、⑤各展示物

に設置した難易度を分けたいくつかのパターンの解説、

などがある。それぞれの効果について、以下に代表的

なメリット・デメリットを１点ずつ挙げる。 

 メリット デメリット 

① サービスを受けた人の

学習効果は高い 

サービスを受けられる人

の割合が低い 

② 全ての解説を知ること

ができる 

見学者が来館前に積極

的 に 情 報 を 取 りに いか

ねばならない 

③ 展 示 を 見 学 し な が ら

全ての解説を知ること

ができる 

有料、数に限りがあった 

④ お勧 めの展 示 物 がク

イズ感覚で学習できる 

クイズの答 えを探 すこと

が目的となる 

⑤ その 場 で その 解 説 を

知ることができる 

読 むこ とが 面 倒 な 人 に

は効果がない 

 

ただし、これら５つのアイテムは、不特定の来館者が

展示場を分かりやすく使い、学ぶためのものであり、特

別に学校団体用として作られたものはなかった。 

さて、他館は学校団体に対して、どのような情報提

供をしているのか。たとえば大阪市立自然史博物館で

は、ホームページ内に「先生向け」として教科書で学習

する内容に対応する展示物を紹介している。国立科

学博物館では、学校団体に限らず「学習支援」として、

学習シートや講座をホームページ上で公開している。

横浜こども科学館では、団体利用の展示室の案内で、

１時間コースと特に小さな子ども向けのおススメコース

として展示名を例示している。この他、全国科学博物

館協 議 会（http://www.kahaku.go.jp/jcsm/list.html）

に登録されている主要な科学館（名古屋市科学館、

愛媛県立総合博物館、日本科学未来館、科学技術

館、千葉県立現代産業科学館、京都市青少年科学

センター、鹿児島市立科学館）のホームページでは、

学校団体を対象にホームページ上で情報提供してい

る施設はない（2007 年 3 月 31 日現在）。 

 

２-２．制作方法 

学校団体で訪れた子どもたちが 200 点の展示物す

べてに興味を示したり、理解したり、記憶に留めたりす

ることは、現実的にありえない。では、その中のどの展

示を選んで注目させればよいのか、まずはその点につ

いて検討することにした。 

動きがおもしろい、とか、みんなで楽しい、というのは、

確かに子どもの記憶には残るだろうが、学校教育の一

環として訪れる場合、そこには「学ぶ」というキーワード

が必須となる。そこで、現在もしくは最近に学校の授業

で学んだ内容に関する展示物を選び出し、触ってみ

たりじっくりと観察したりすることが、子どもたちにとって

最も効果的であろうと考えた。 

そこでまず、各展示物の内容を、小学校、および中

学校の「理科」の授業で学ぶ内容と照らし合わせること

にした。小学校３～６年生と中学校１～３年生の学習

指導要領１）および、各学年の教科書２）３）の内容を調査

し、その内容にリンクする展示品を学年別にピックアッ

プした。なお、小学２年以下は学校では理科の授業が

ない（生活科）ため、また高校以上は団体での見学数

が少なく、自らの力で学習する能力も持っているものと

して、対象外とした。その結果、200 点の展示物のうち、

小学校３年生から中学校３年生までの学習内容に合

った展示物はのべ９５点であることがわかった（表１）。 

表１．該当する各学年の単元名と展示点数 

３年生 磁石のはたらき ７点 

気圧、水圧 １点 

電気のはたらき ５点 ４年生 

宇宙について ８点 

５年生 おもりの動き ６点 

小学校 

６年生 電磁石のはたらき １１点 

１年生 光、音、力 １６点 

２年生 電流 １５点 

運動とエネルギー １４点 

中学校 

３年生 

地球と宇宙 １２点 
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２-３．利用者を教員に絞る 

リストアップが進んだところで、利用する対象を改め

て検討した。授業とリンクして展示物を利用する場合、

やはり教員の指導は欠かせないと思われる。子どもた

ちの力に任せては、利用・学習の効果はあまり期待で

きないことは容易に想像できる。 

そこで今回は、利用者を教員に絞り、以下のような

利用の流れを期待することとした。 

①教員が、学校での学習度合いと科学館の該当展示

を事前に確認する 

②①を踏まえ来館の事前指導の際に、利用マナーと

合わせ、目的や見学する展示物、観察のポイントを

教員が子どもに伝える 

③来館当日、教員は対象展示に子どもを引率し、再

度展示物を見学する動機付けや授業に関連付け

た簡単な説明をする 

 

 以上の目的を達成するために、①は事前に確認でき

る環境として、科学館ホームページを活用することを検

討した。 

②のために、学年別に該当展示を分類したもの（表

１）を、展示場の見学順路に従って並べた。また該当

単元の最初には、学習指導要領に沿った「単元の目

標」を併記し、学校と科学館での学習の連携を強める

ことを目指した。さらに各展示の平易な紹介文 ４ ）を付

け、教 員 の事 前 調 査 の参 考 や子 どもの指 導 時 に紹

介・解説ができるようにした。なお、理科が専科でない

先生もいるであろうし、文字ばかりの詳しい専門的な説

明があるだけでは拒否反応が起こり読んでもらえない

という心配もあり、解説はできるだけ簡潔にまとめた。 

 

３－４．中間評価：学校現場の先生の意見を反映 

岳川の経験から、展示を作る（伝える）側と利用する

（受け取る）側には、お互いの期待や形式に、ギャップ

が生じることがある。そこで今回は、作成途中の学年

別展示案内をより実用的なものにするために、利用側

とギャップがないかを確認し、もしキャップがあればそれ

を修正するためのアドバイスをいただくため、実際に学

校現場におられる先生方に見ていただいて、中間評

価を行うこととした。 

小学校の内容については、大阪市立城東小学校

の森岡校長先生と大阪市立三津屋小学校の越川先

生に、中学校の内容については、大阪市立加賀屋中

学校の野村先生に、構成や説明文の内容・表現等に

ついて細かくチェックしていただいた。 

その結果、学年別展示案内作成の目的と利用の流

れ、おおまかな説明の内容にはＯＫをいただくことがで

きた。ただし、教科書に使われている言葉を使うこと、

理科が専科でない教員でも理解できる平易な表現に

直すことなど、こちらが気づかないような点にまで言及

していただくことで、より利用者の目線に近づいた学年

別展示案内に修正することができた。 

 

３－５．ホームページで公開するにあたって 

学年別展示案内の情報を広く、事前に提供するた

め、ホームページ上で公開する作業に進んだ。作成に

あたっては、ホームページ作成ソフト「ＤＲＥＡＭＷＥＡ

ＶＥＲ８」を使用した。また、文字情報だけでなく、イメー

ジを具体的にし、引率の際にも目的地がわかりやすく

なると考え、展示品の写真を一緒に見ることができるよ

う合わせて載せることとした。 

なお、科学館ではホームページ上に団体専用のペ

ージを作成中であったため、その中で今回作成した案

内を活用することとなった。 

 

４４４４．．．．完成完成完成完成したしたしたした「「「「学年別展示案内学年別展示案内学年別展示案内学年別展示案内」」」」    

以上の作業を経て、学年別展示案内を完成させた。

科学館のホームページでは、団体利用の案内の中で

「学校団体向け展示場利用の手引き」として公開した。

詳細については、ホームページを参照していただきた

い（http://www.sci-museum.jp/server_sci/info/grou 

p/tebiki/top.html）。 

 

写真２．トップページは学年ごとのメニュー（単元名）を

表示。学年をクリックすると該当する展示説明の先頭

に、単元をクリックすると各単元の展示説明に飛ぶ 

 

写真３．学年別・単元別にまとめた展示説 明が展示

場の順路に沿って表示される（展示品の写真付） 

    



寺田 安廣 , 岳川 有紀子 

 - 108 - 

５５５５．．．．今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    

「学年別展示案内」はホームページとして完成し、イ

ンターネットに接続できる環境さえあれば誰にでも見ら

れるようになった。ただし、見られる環境を整えただけ

では不十分で、今後は下見に来る先生方にこのホー

ムページの存在をアピールし、またこちらが意図する使

い方についてレクチャーしていかなければ、これまでと

ほとんど変わらないであろう。また、この情報がどのよう

な効果があるのかについては、しばらく時間が経過し

なければわからない。今後時期を見て、実際の利用度

や使いやすさなどを、科学館を訪れた先生を対象に

調査し、修正点などを検討していきたいと考えている。 

また、寺 田 が研修 に入り最 初に驚いたこととして、

小・中学生の来館者数の多さがある。特に１０～１１月

の学校遠足シーズンは、展示場は定員制度がないた

めに、連日小学校・中学校の団体客で超満員の状態

が続き、展示物を見たくても、触りたくても、それが叶わ

ない時期・時間帯が発生してしまう。これでは、せっか

く準備を整え、目的を持ってきたとしても、それを達成

することができない。このような受け入れ方法について

も、今後検討が必要と考える。 

さいごに、中間評価でご協力いただいた先生方に、

平成 20（2008）年度に行われる展示改装についての

話をすると、「協力できることがあればぜひお手伝いさ

せてほしい」とのことであった。展示物を企画・検討す

る時点から学校現場の先生と協力・連携ができれば、

さらによりよい科学館利用 への道が開けるかもしれな

い。 
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